
金
比
羅
神

金
比
羅
神
社社

メ
ー
ル
登
録

☆登録ご希望の方は、

お名前を添えて送

信願います。



隠

『
年
頭
に
あ
た
っ
て
』

初
山
別
村

長
　
 
宮
　
　
本
　
　
憲
　
　
幸

隠

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
令
和
２
年
の
新

春
を
つ
つ
が
な
く
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
存
じ
、

心
か
ら
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
素
よ
り
村
政
推
進
に
際
し
ま
し
て
は
、
各

般
に
わ
た
り
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　
昨
年
は
５
月
に
年
号
が
変
わ
り
、
新
た
な
時

代
の
幕
開
け
を
感
じ
る
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
全
国
各
地
で
台
風
を
始
め
と
し
た
自

然
災
害
が
多
発
し
、
し
か
も
広
範
囲
に
わ
た
る

土
砂
崩
れ
や
河
川
の
氾
濫
等
に
よ
り
、
尊
い
命

や
貴
重
な
財
産
が
一
瞬
に
し
て
奪
わ
れ
る
な
ど
、

自
然
の
猛
威
を
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
、
新
た

な
視
点
で
の
国
土
強
靱
化
の
重
要
性
を
考
え
さ

せ
ら
れ
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
幸
い
に
も
道
北
地
方
は
災
害
も
少
な
く
、
気

象
状
況
も
比
較
的
に
安
定
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
は
順
調
な
秋
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
漁
業
に
お
い
て
は
海

洋
環
境
の
変
化
な
ど
か
ら
水
揚
げ
は
減
少
傾
向

に
あ
り
、
本
年
の
漁
獲
量
の
安
定
を
願
う
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
は
本
村
に
と
り
ま
し
て
村
制
施

行
１
１
０
年
と
言
う
、
大
き
な
節
目
の
年
で
あ

り
ま
し
た
が
、　

月
　
日
に
記
念
式
典
を
挙
行

１０

２５

し
、
村
民
の
皆
様
と
共
に
豊
か
な
村
づ
く
り
に

向
け
て
邁
進
す
る
決
意
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
村
の
各
種
予
定
事
業
は
順
調

に
進
ん
で
お
り
、
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
ま
し
た
村
民
の
皆
様
、
村
議
会
議
員
の
皆
様

を
始
め
、
関
係
機
関
、
団
体
の
皆
様
に
心
か
ら

お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　
私
達
を
取
り
巻
く
環
境
は
か
つ
て
な
い
難
し

い
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
が
、
村
づ
く
り
の

基
本
的
指
針
で
あ
り
ま
す
「
第
７
期
初
山
別
村

総
合
振
興
計
画
」
を
基
軸
と
し
、
農
村
漁
村
の

魅
力
を
生
か
し
、
的
確
な
施
策
を
前
向
き
に
進

め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
も
地
域
力
を
高
め
、
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
の
で
き
る
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
目

指
し
、
村
政
運
営
に
努
力
を
重
ね
て
参
る
所
存

で
あ
り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
と
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
ご
健
康
で
幸
多
き
年

と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。



韻韻

『
新
年
の
ご
挨
拶
』

初
山
別
村
議
会
　
議
長
　
 
木
　
　
村
　
　
健
　
　
一

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
の
新
春
を
家
族
共
々
健
や
か
に
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
常
日
頃
、
初
山
別
村
議
会
が
何
か
と
お
世
話

に
な
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、　

年
間

３１

続
い
た
平
成
の
時
代
が
終
わ
り
、
新
し
く
令
和

の
時
代
が
始
ま
り
、
様
々
な
儀
式
も
無
事
終
わ

り
新
し
い
時
代
の
幕
開
け
を
迎
え
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
令
和
の
時
代
が
希
望
に
満
ち

た
素
晴
ら
し
い
時
代
に
な
る
こ
と
を
切
望
せ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。

　
世
界
を
見
ま
す
と
、
各
国
の
民
族
対
立
が
絶

え
ず
、
さ
ら
に
は
、
貿
易
対
立
、
自
国
主
義
の

台
頭
、
世
界
経
済
の
低
迷
と
不
安
定
な
状
勢
が

続
い
て
お
り
ま
す
。
他
方
、
日
本
に
お
い
て
は
、

人
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
お
り
、
ど
の
業
種
に

お
い
て
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
局
地
的
な
災
害
も
後
を
絶
た
ず
、
昨
年

は
９
月
に
台
風
　
号
、　

月
に
台
風
　
号
が
襲

１５

１０

１９

撃
し
、
関
東
地
方
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
昨
年
も
ま
た
自
然
災
害
の
脅

威
を
ま
ざ
ま
ざ
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
一
年
で
あ

り
ま
し
た
。
他
方
、
明
る
い
話
題
と
し
ま
し
て

は
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
初
め
て
日

本
で
開
催
さ
れ
、
日
本
中
が
熱
狂
し
、
ベ
ス
ト

８
に
入
り
、
ラ
グ
ビ
ー
が
日
本
人
の
心
の
中
に

大
き
く
浸
透
し
た
年
で
し
た
。
そ
し
て
、
今
年

は
日
本
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
マ
ラ
ソ
ン
が
北
海
道
で
行
わ
れ
る
と
い

う
二
重
の
喜
び
が
あ
り
ま
す
。
日
本
人
選
手
の

大
い
な
る
活
躍
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
本
村
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
基
幹
産
業
で
あ

り
ま
す
農
業
は
、
５
月
の
晴
天
等
に
恵
ま
れ
期

待
さ
れ
ま
し
た
が
、
米
、
畑
作
物
と
も
平
年
並

に
推
移
し
ま
し
た
。
漁
業
で
は
、
鮭
、
ナ
マ
コ
、

タ
コ
等
の
主
要
魚
種
が
一
昨
年
を
下
回
り
厳
し

い
年
で
し
た
。
土
木
、
建
築
業
等
で
は
人
手
不

足
、
業
者
の
減
少
等
で
厳
し
い
環
境
に
あ
り
ま

す
が
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

商
業
で
は
人
口
減
、
他
町
へ
の
消
費
の
流
出
等

で
厳
し
い
中
に
あ
り
ま
す
が
、
顔
の
見
え
る

サ
ー
ビ
ス
で
営
業
し
て
い
ま
す
。

　
私
達
議
員
も
昨
年
の
統
一
地
方
選
挙
で
改
選

さ
れ
、
８
か
月
余
り
過
ぎ
ま
し
た
。
様
々
な
面

で
議
会
改
革
を
進
め
、
村
民
の
皆
さ
ま
の
様
々

な
声
に
耳
を
傾
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
ど
の
町
村
も
抱
え
て
い
る
悩
み
は
共
通

し
て
お
り
ま
す
。
人
口
減
少
、
労
働
者
不
足
の

中
、
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
ど
う
充
実
、
継
続
し

て
い
く
の
か
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
中
で
Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
を
少
し
で

も
増
や
す
こ
と
が
大
切
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

そ
の
為
に
も
村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
終
わ
り
と
致
し
ま
し
て
、
本
年
も
村
民
の
皆

さ
ま
に
と
っ
て
よ
り
良
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。



吋

【１月 ～ Ｎｏ．６０１】　　　　　　　　 

４日　村成人式

５日　新春書き初め大会

７日　村消防団・村救難所出初式

【２月 ～ Ｎｏ．６０２】　　　　　　　　 

１日　ふじみ保育所「豆まき会」

７日　新１年生１日体験入学

２３日　第３０回村民スキー大会

２４日　２０１９スノーフェスタ

【３月 ～ Ｎｏ．６０３】　　　　　　　　 

１日　ふじみ保育所「ひなまつり」

１３日　初山別中学校卒業式

１９日　初山別小学校卒業式

２６日　ふじみ保育所卒園式

【４月 ～ Ｎｏ．６０４】　　　　　　　　 

１日　新規地域おこし協力隊着任

４日　ふじみ保育所入所式

６日　初山別小・中学校入学式

【５月 ～ Ｎｏ．６０５】　　　　　　　　 

２５日　花いっぱい運動

２７日　緑と魚と人を呼ぶ森づくり植樹祭

３０日　交通安全協会定期総会

【６月 ～ Ｎｏ．６０６】　　　　　　　　 

２日　保・小・中合同大運動会

１０日　星空観察会

１６日　豊岬稲荷神社祭

◆ ２０１９年を振り返って ◆



右

【７月 ～ Ｎｏ．６０７】　　　　　　　　 

５日　初山別小学校「一日防災学校」

１２日　初山別稲荷神社祭・

　　　　　　小学校「鼓笛パレード」

１４日　村消防庁舎落成式

【８月 ～ Ｎｏ．６０８】　　　　　　　　 

１日　寿スポーツ大会

３～４日　しょさんべつ岬まつり・星まつり

１０～１２日　れらカフェ２０１９

１５日　戦没者追悼式

【９月 ～ Ｎｏ．６０９】　　　　　　　　 

１日　しょさんべつ農学校

１０日　村敬老会

１４日　有明獅子舞奉納

【１０月 ～ Ｎｏ．６１０】　　　　　　　　 

６日　初山別中学校学校祭

１２日　初山別小学校学芸会

２０日　ふじみ保育所おゆうぎかい

２５日　村制施行１１０年記念式典

【１１月 ～ Ｎｏ．６１１】　　　　　　　　 

３日　村文化祭

１２日　初山別小学校「初小まつり」

２０日　村読書感想文コンクール表彰式

２１日　村わかものみらい会議

【１２月 ～ Ｎｏ．６１２】　　　　　　　　 

６日　ふじみ保育所「クリスマス会」

１３日　ふじみ保育所「もちつき会」



宇

【概　要】

　一般会計及び特別会計を合わせた平成３０年度の決算額は、歳入総額３３億７，６３２万８千円、歳出総額３３億１，２５８万７千円と

なりました。前年度との比較では歳入で２億４，７３４万９千円（７．３３％）、歳出で２億４，８２９万９千円（７．４９％）の増となっています。

　なお、実質収支は一般会計で２，３６４万７千円、特別会計で２，６４３万４千円となり、合計５，００８万１千円の歳計剰余金が生じ

ています。

平成 ３０年度　決　算　の　状　況

１地方交付税…………１，３７５，６４６，０００円　５２．１６％
２繰入金…………………４０６，４６１，１５３円　１５．４１％
３村債……………………３０５，００５，０００円　１１．５７％
４村税……………………１１９，８１０，６１７円　 ４．５４％
５国庫支出金……………１０５，２２７，８０９円　 ３．９９％
６諸収入………………… ８５，２６６，３６６円　 ３．２３％
７道支出金……………… ８５，０３０，７３８円　 ３．２２％
８使用料及び手数料…… ４５，６１６，７２４円　 １．７３％
９地方譲与税…………… ３７，７４３，０００円　 １．４３％
１０その他………………… ７１，３３０，０７４円　 ２．７２％
※その他の内訳
　地方消費税交付金…… ２３，８９５，０００円　 ０．９１％
　繰越金………………… ２２，３１３，１５１円　 ０．８５％
　財産収入……………… １２，５３５，６２３円　 ０．４８％
　自動車取得税交付金……８，４０５，０００円　 ０．３２％
　寄附金……………………２，３２５，０００円　 ０．０９％
　分担金及び負担金…………９４０，３００円　 ０．０４％
　配当割交付金………………２６３，０００円　 ０．０１％
　地方特例交付金……………２２９，０００円　 ０．０１％
　株式等譲渡所得割交付金…２２８，０００円　 ０．０１％
　利子割交付金………………１９６，０００円　 ０．０１％
　交通安全対策特別交付金…………０円　 ０．００％

一般会計・歳入
　歳入総額は２６億３，７１３万７千円で、予算額に対し９９．９％、調定額に対し９９．８％となっています。前年度決算額２２億
８，３４４万６千円と比較すると３億５，３６９万１千円の増となります。また、収入の主なものは、村税、地方譲与税、地方
交付税、使用料及び手数料、国庫支出金、道支出金、繰入金、諸収入、村債となっています。
【村税の状況】
　決算額は１億１，９８１万１千円で、前年度決算額１億２，１０２万６千円と比較すると１２１万５千円（１．００％）の減になっています。
　村民１人あたりの村税負担額は１０万８４７円で、一世帯あたりの負担額は２１万８，４０８円となっています。
　※平成３０年度における納交付金を除く村税総額を平成３１年３月末日現在の住民基本台帳人口及び世帯数で除した数値です。

総　 　 額

２６億３，７１３万７，４８１円

１消防費…………………５５７，３１９，９３０円　２１．４４％
２諸支出金………………４５４，３５１，４７６円　１７．４８％
３衛生費…………………３４５，１５６，５５３円　１３．２８％
４土木費…………………２７７，８５２，６８４円　１０．６９％
５民生費…………………２２８，３０８，９６７円　 ８．７８％
６公債費…………………２２２，２５６，７０８円　 ８．５５％
７商工費…………………１３２，２１４，１７０円　 ５．０９％
８総務費…………………１２７，９７０，４８３円　 ４．９２％
９教育費…………………１１２，２５６，９９０円　 ４．３２％
１０農林水産業費………… ８１，９２２，０３２円　 ３．１５％
１１その他………………… ６０，２１９，８９５円　 ２．３２％
※その他の内訳
　議会費………………… ３１，０９０，５６５円　 １．２０％
　労働費……………………５，４７７，３３０円　 ０．２１％
　災害復旧費…………… ２３，６５２，０００円　 ０．９１％
　予備費………………………………０円　 ０．００％

　歳出総額は２５億９，９８３万円で、予算額に対し
９８．６４％となっています。前年度決算額の２２億６，１１３万
３千円と比較すると３億３，８６９万７千円（１４．９８％）の
増となります。また、支出の主なものは消防費、諸支出
金、衛生費、土木費、民生費となっています。

総　 　 額

２５億９，９８２万９，８８８円

一般会計・歳出



国

民

健

康

保

険 歳入合計　２億５，０５３万８，１２３円 歳出合計　２億４，２６７万５，０７６円

介

護

保

険 歳入合計　１億７，８２６万３，４６４円 歳出合計　１億６，１４９万６，３５２円

後
期
高
齢
者
医
療
保
険 歳入合計　２，２５５万５，０３７円 歳出合計　２，２４８万８６円

簡

易

水

道

事

業 歳入合計　１億８，１２７万１９９円 歳出合計　１億８，０３３万９，７４４円

農

業

集

落

排

水

事

業 歳入合計　１億６５６万４，４８２円 歳出合計　１億５７６万５，７３１円

烏

【特別会計】
　５つの特別会計を合わせた決算額は、歳入が７億３，９１９万２千円、歳出が７億１，２７５万７千円となっています。

　前年度と比較すると、歳入が１億６３４万２千円（１２．６％）の減、歳出が９，０３９万８千円（１１．３％）の減となっています。

【 歳　入 】

１道支出金……… １７１，４０４，４９７円

２国民健康保険税…４３，８５２，１００円

３繰入金……………１９，３４９，１８８円

４繰越金……………１５，８８１，１３８円

５その他…………………５１，２００円

※その他内訳

　諸収入…………………４５，５００円

　財産収入……………… ５，７００円

　国庫支出金………………… ０円

【 歳　出 】
１保険給付費…… １５６，９９３，４９７円
２国民健康保険事業費納付金…５４，４８３，０００円
３諸支出金…………２０，５６０，８９６円
４総務費…………… ５，５５９，９３９円
５その他…………… ５，０７７，７４４円
※その他の内訳
　保険事業費……… ５，０７２，０３０円
　基金積立金…………… ５，７００円
　共同事業拠出金……………１４円
　財政安定化基金拠出金…… ０円
　公債費……………………… ０円
　予備費……………………… ０円

【 歳　入 】

１国庫支出金………４４，０６８，０８７円

２支払基金交付金…４１，２０９，２１３円

３繰入金……………２８，９８８，７７５円

４介護保険料………２６，８７１，４００円

５その他……………３７，１２５，９８９円

※その他の内訳

　道支出金…………２４，１４１，１３８円

　繰越金…………… ３，７７４，９１６円

　財産収入……………… ３，４８８円

　諸収入………………………０円

　サービス事業合計… ９，２０６，４４７円

【 歳　出 】

１保険給付費…… １３３，９９８，２００円

２地域支援事業費…１３，８５２，７５７円

３総務費…………… ３，９３１，３８０円

４諸支出金…………… ９０３，４５２円

５その他…………… ８，８１０，５６３円

※その他の内訳

　基金積立金…………… ３，４８８円

　財政安定化基金拠出金…… ０円

　公債費……………………… ０円

　予備費……………………… ０円

　サービス事業合計… ８，８０７，０７５円

【 歳　入 】

１後期高齢者医療保険料

　……………………１３，０１１，７００円

２繰入金…………… ８，７５０，２７５円

３国庫支出金………… ７４０，０００円

４繰越金…………………５３，０６２円

５諸収入……………………… ０円

【 歳　出 】

１後期高齢者医療広域連合納付金

　……………………２１，５３２，９７５円

２総務費……………… ８９４，０４９円

３諸支出金………………５３，０６２円

【 歳　入 】

１繰入金………… １０９，２２６，０００円

２使用料及び手数料

　……………………３８，４７５，７７０円

３村債………………２２，１００，０００円

４国庫支出金……… ６，９８５，０００円

５その他…………… ４，４８３，４２９円

※その他の内訳

　分担金及び負担金…… ２，０１３，６０９円

　諸収入…………… １，６３４，９５０円

　繰越金……………… ８３３，１９８円

　財産収入……………… １，６７２円

【 歳　出 】

１公債費………… １０５，０９６，１６５円

２簡易水道費………７３，０５１，７５７円

３積立金…………… ２，１９１，８２２円

４予備費……………………… ０円

【 歳　入 】

１繰入金……………８８，６６６，０００円

２使用料及び手数料

　……………………１５，０３３，４４０円

３道支出金………… １，８９０，０００円

４繰越金……………… ８１７，２１８円

５その他……………… １５７，８２４円

※その他の内訳

　諸収入……………… １５０，４１２円

　財産収入……………… ７，４１２円

【 歳　出 】

１下水道費…………５４，９７４，８３９円

２公債費……………５０，７８３，４８０円

３積立金………………… ７，４１２円

４予備費……………………… ０円



羽

村条例の規定により、本村各会計に係る平成３１年４月１日から令和元年９月３０日までの期間における財政状況について公表します。

【一般会計～総括～】

　令和元年度上半期における一般会計予算は、当初予算２１億１，７００万円に１億８，２８２万１千円が追加補正され、２２億９，９８２万１千円となっています。

　前年度の上半期末現在の予算額と比較すると２億７，４８５万円の減となっています。

令和元年度　上半期の財政状況

【特別会計～総括～】

　令和元年度における特別会計予算は、当初予算７億４，２２０万円に２，３９５万１千円が追加補正され、７億６，６１５万１千円となっています。

　前年度の上半期末現在の予算額と比較すると２，９４５万６千円の減となっています。

１地方交付税……………１，２７６，６６６，０００円　５５．５１％
２村債………………………１９５，９８４，０００円　 ８．５２％
３繰入金……………………１９１，１８８，０００円　 ８．３１％
４国庫支出金………………１５２，３５７，０００円　 ６．６２％
５道支出金…………………１３０，０８５，０００円　 ５．６６％
６村税………………………１１４，６５０，０００円　 ４．９９％
７諸収入…………………… ８６，５９６，０００円　 ３．７７％
８使用料及び手数料……… ４６，６６４，０００円　 ２．０３％
９地方譲与税……………… ４２，１１６，０００円　 １．８３％
１０その他…………………… ６３，５１５，０００円　 ２．７６％
※その他内訳
　繰越金…………………… ２３，６４７，０００円　 １．０３％
　地方消費税交付金……… ２０，１１２，０００円　 ０．８７％
　財産収入………………… １１，１０４，０００円　 ０．４８％
　自動車取得税交付金………６，３９８，０００円　 ０．２８％
　地方特例交付金………………８７０，０００円　 ０．０４％
　分担金及び負担金……………７３８，０００円　 ０．０３％
　株式等譲渡所得割交付金……２４２，０００円　 ０．０１％
　配当割交付金…………………２４１，０００円　 ０．０１％
　利子割交付金…………………１５９，０００円　 ０．０１％
　寄附金……………………………３，０００円　 ０．００％
　交通安全対策特別交付金………１，０００円　 ０．００％

１諸支出金…………………３６２，０４８，０００円　１５．７４％
２衛生費……………………３６０，２９２，０００円　１５．６７％
３土木費……………………２９５，４４４，０００円　１２．８５％
４民生費……………………２５３，６８９，０００円　１１．０３％
５商工費……………………２２５，２２１，０００円　 ９．７９％
６公債費……………………２２３，６９２，０００円　 ９．７３％
７総務費……………………１５７，７３６，０００円　 ６．８６％
８消防費……………………１５５，１８３，０００円　 ６．７５％
９教育費……………………１２４，２１８，０００円　 ５．４０％
１０農林水産業費…………… ９９，１７１，０００円　 ４．３１％
１１その他…………………… ４３，１２７，０００円　 １．８７％
※その他の内訳
　議会費…………………… ３０，８８５，０００円　 １．３４％
　労働費………………………７，２４１，０００円　 ０．３１％
　予備費………………………５，０００，０００円　 ０．２２％
　災害復旧費………………………１，０００円　 ０．００％

【歳　出】

　上半期末現在の支出済額は、９億３，８７１万８千円で前年度に対し１億

７，５７３万３千円下回り、支出率は４０．８２％で、前年度を２．４７ポイント下

回っています。

　主な科目別の支出済額及び支出率をみると、総務費６，４８５万円で

４１．１１％、民生費１億１，８２９万８千円で４６．６３％、衛生費１億７，６３９万４千円

で４８．９６％、商工費７，２６２万５千円で３２．２５％、消防費４，５４５万４千円で

２９．２９％、教育費４，２０３万４千

円 で３３．８４％、公 債 費１億

１，１７５万２千円で４９．９６％、諸

支出金１億７，３２０万５千円で

４７．８４％となっています。

　上半期における歳出予算

の追加補正の主なものは、

総務費１，８５２万４千円、民生

費１，０６２万９千 円、衛 生 費

１，１６０万７千円、商工費４，７７６

万４千円、教育費１，５３２万８千

円となっています。

【歳　入】

　上半期末現在の収入済額は、１１億７，０８９万円で前年度に対

し２億２８４万５千円下回り、収入率は５０．９１％で、前年度を２．４５

ポイント下回っています。

　主な科目別の収入済額及び収入率をみると、村税７，３４９万６

千円で６４．１０％、地方譲与税１，２７８万８千円で、３０．３６％、地方

交付税９億３，７５８万３千円で７３．４４％、使用料及び手数料２，３４３

万２千 円 で５０．２２％ で、

繰越金２，３６４万７千円で

１００．０％、諸収入２，９５２

万円で３４．１０％となって

います。これらの収入率

は、村税、地方譲与税、

配当割交付金、使用料

及び手数料、財産収入、

諸収入で前年度を上回

り、他は前年度同様もし

くは下回っている状況で

す。

歳入歳出合計

２２億９，９８２万１，０００円

１国民健康保険特別会計………………２６９，８６２，０００円　３５．２２％

２介護保険特別会計……………………１８３，１９４，０００円　２３．９１％

３後期高齢者医療保険特別会計……… ２１，５７５，０００円　 ２．８２％

４簡易水道事業特別会計………………２０１，８４０，０００円　２６．３４％

５農業集落排水事業特別会計………… ８９，６８０，０００円　１１．７１％

歳入歳出合計　７億６，６１５万１，０００千円



迂

　
支出

支出割合支出済額予算現額区　　　分

３２．２９８７，１４６２６９，８６２１国民健康保険特別会計

３９．３６７２，１０５１８３，１９４２介護保険特別会計

６８．５５１４，７８８２１，５７４３後期高齢者医療保険特別会計

３１．１８６２，９２４２０１，８４０４簡易水道事業特別会計

３９．３０３５，２４４８９，６８０５農業集落排水事業特別会計

３５．５３２７２，２０７７６６，１５０６歳出合計

特別会計　科目別の状況
収入 （単位：千円、％）

収入割合収入済額予算現額区　　　分

３９．３６１０６，２１７２６９，８６２１国民健康保険特別会計

４３．９０８０，４１８１８３，１９４２介護保険特別会計

３６．１３７，７９５２１，５７４３後期高齢者医療保険特別会計

３７．４８７５，６４５２０１，８４０４簡易水道事業特別会計

６５．１９５８，４６２８９，６８０５農業集落排水事業特別会計

４２．８８３２８，５３７７６６，１５０６歳入合計

　
支出

支出割合支出済額予算現額区　　　分

５１．１２１５，７８９３０，８８５１議会費

４１．１１６４，８５０１５７，７３６２総務費

４６．６３１１８，２９８２５３，６８９３民生費

４８．９６１７６，３９４３６０，２９２４衛生費

５６．８４４，１１６７，２４１５労働費

２８．７８２８，５４６９９，１７１６農林水産業費

３２．２５７２，６２５２２５，２２１７商工費

２８．９９８５，６５４２９５，４４４８土木費

２９．２９４５，４５４１５５，１８３９消防費

３３．８４４２，０３４１２４，２１８１０教育費

０．０００１１１災害復旧費

４９．９６１１１，７５２２２３，６９２１２公債費

４７．８４１７３，２０５３６２，０４８１３諸支出金

０．０００５，０００１４予備費

４０．８２９３８，７１７２，２９９，８２１１５歳出合計

一般会計　科目別の状況
収入 （単位：千円、％）

収入割合収入済額予算現額区　　　分

６４．１０７３，４９６１１４，６５０１村税

３０．３６１２，７８８４２，１１６２地方譲与税

２８．９３４６１５９３利子割交付金

２７．８０６７２４１４配当割交付金

０．０００２４２５株式等譲渡所得割交付金

６５．６５１３，２０３２０，１１２６地方消費税交付金

３８．４５２，４６０６，３９８７自動車取得税交付金

１００．００８７０８７０８地方特例交付金

７３．４４９３７，５８３１，２７６，６６６９地方交付税

０．０００１１０交通安全対策特別交付金

３７．９４２８０７３８１１分担金及び負担金

５０．２２２３，４３３４６，６６４１２使用料及び手数料

１３．３７２０，３６８１５２，３５７１３国庫支出金

１８．４６２４，０１９１３０，０８５１４道支出金

７８．７９８，７４９１１，１０４１５財産収入

１２，０００．００３６０３１６寄附金

０．０００１９１，１８８１７繰入金

１００．００２３，６４７２３，６４７１８繰越金

３４．０９２９，５２１８６，５９６１９諸収入

０．０００１９５，９８４２０村債

５０．９１１，１７０，８９０２，２９９，８２１２１歳入合計



雨

　羽幌町外２町村衛生施

設組合では条例に基づい

て、予算の執行状況等を

お知らせしています。

　これは、組合の財政を

知っていただき、組合運

営へのご理解とご協力を

お願いするものです。

羽幌町外２町村衛生施設組合　財 政 状 況

■令和元年度上半期（Ｈ３１．４．１～Ｒ１．９．３０）

一般会計　歳出 （単位：千円）

執行率（％）支出済額構成比（％）予算現額科　　目

３６．８１０７０．１２９１議 会 費

５０．８２２，４９０１４．３４４，２８６総 務 費

２３．５５５，８１７７６．４２３７，３１０衛 生 費

５０．１９，３４７６．０１８，６４２公 債 費

０．００３．２１０，０００予 備 費

２８．３８７，７６１１００．０３１０，５２９合　　計

一般会計　歳入 （単位：千円）

執行率（％）収入済額構成比（％）予算現額科　　目

４０．１１０６，０００８５．２２６４，５２９分担金及び負担金

（２９．０）（３０，７５１）（２９．０）（７６，７２９）（苫　前　町）

（５４．１）（５７，３７８）（５４．１）（１４３，２２０）（羽　幌　町）

（１６．９）（１７，８７１）（１６．９）（４４，５８０）（初 山 別 村）

６５．０１１，５８９５．８１７，８２８使用料及び手数料

０．００５．８１８，０６２国 庫 支 出 金

２１．９２，１８９３．２１０，０００財 産 収 入

１９，１１８．０１９，１１８０．０１００繰 越 金

２１０．０２１０．０１０諸 収 入

４４．７１３８，９１７１００．０３１０，５２９合　　計

組合の借金（組合債）
現残高（千円）区　　分

５２，２９６火 葬 場 施 設

５２，２９６合　　計

一般会計　歳出 （単位：千円）

対 前 年 度平成３０年度
科　　目

率（％）増減額構成比（％）決算額

３１．４５００．１２０９議 会 費

△１２．３△５，４８６１４．２３９，１５４総 務 費

１８．６３１，８８１７３．５２０３，０７３衛 生 費

△７９．０△１２６，０７４１２．２３３，６０１公 債 費

０．０００．００予 備 費

△２６．５△９９，６２９１００．０２７６，０３７合　　計

■平成３０年度羽幌町外２町村衛生施設組合一般会計歳入歳出決算

一般会計　歳入 （単位：千円）

対 前 年 度平成３０年度
科　　目

率（％）増減額構成比（％）決算額

△２９．６△９７，８５７７８．７２３２，４７１分担金及び負担金

（△２９．７）（△２８，６１８）（２９．１）（６７，７４４）（苫　前　町）

（△２９．２）（△５１，８２８）（５４．１）（１２５，６８５）（羽　幌　町）

（△３０．８）（△１７，４１１）（１６．８）（３９，０４２）（初 山 別 村）

４．４１，０７３８．６２５，２８７使用料及び手数料

△３．６△６３５５．８１７，０２６財 産 収 入

△７．９△１，６３１６．４１８，９０３繰 越 金

△１９．９△３６４０．５１，４６８諸 収 入

△２５．２△９９，４１４１００．０２９５，１５５合　　計

　平成３０年度の決算が監査

委員の審査を経て、組合議

会１１月定例会

で認定されました。

　歳入総額は２９５，１５５千円、

歳出総額は２７６，０３７千円で、

差し引き１９，１１８千円の決算

となっております。
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1 2 月のこんなことあんなこと

●１２月のできごと ●
で　き　ご　と日（曜）

臨時議会
議会全員協議会

４昌

健診結果説明会５昭

ふじみ保育所　クリスマス会６晶

楽すぽクラブ　クリスマス交流会７松

初山別中学校　租税教室１０昇

乳幼児健診
村生活指導連絡協議会

１１昌

予防接種
議会定例会

１２昭

ふじみ保育所　もちつき会１３晶

ほしっこくらぶ
ふれあいサロン（初山別）

１８昌

ハンドトリートメント講座１９昭

ヘルスアップ教室２０晶

第２回村わかものみらい会議２１松

減塩教室２５昌

親子陶芸教室
星空観察会

２６昭

役場仕事納め３０捷

大晦日３１昇

　「リアルな北海道の生活体験」をテーマに秋山直人氏（共成）受け入れのもと、静岡県

聖隷クリストファー高校の修学旅行生４名を迎え、農家民泊体験が行われました。

　２泊３日の日程で農作業や北海道の暮らしを体験する内容となっており、初山別村では

初の試みとなりました。

　近年では、修学旅行などにより、農家で生活体験をする「ファームステイ」を通した体

験の需要が多くなってきていると言われています。

　秋山直人氏は「また来年も受け入れたい。」と話しており、このような体験から、初山

別村で農業を希望する担い手が増えることを願います。（１２月２日～４日）

修学旅行生が初山別村で農家民泊体験

　ふじみ保育所にて保護者の方たちも参加し、クリ

スマス会が行われました。園児たちはクリスマスに

ちなんだ歌や劇、楽器演奏の発表を行いました。

　この日は、サンタさんも登場し、日頃よい子に

している園児たちにプレゼントを渡しました。

　その後は、参加者全員で大きな輪を作り、

フォークダンスやゲームをして交流しました。

（１２月6日）

ふじみ保育所 クリスマス会

ハウスで栽培をしている「春菊」の収穫体験を行いました。

１２月の「ほしっこくらぶ」の様

子は２月号に掲載予定です。
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「花は、好き？」

　嫌いじゃなくなった。どうも剣鬼桑原です。５号機後半を

彩ったハーデスや絆も撤去され、また一つ時代の進みを

感じている今日この頃。
　

　自分も２７年の本州生活に別れを告げ今年から道民になっ

たわけですが、不思議なもので海越しに見ていると特別感

が強かった北海道も、住んでみると４７都道府県の１つに

なってしまう。まだ１年もたっていないはずですが……それ

だけ色濃い時間を過ごせたってことですかね（笑）

来年もよろしくです！！
　

　ではでは、お疲れっす～（＾＾）ﾉｼ【桑原】

インフルエンザ

　こんにちは、高塚です！私は一昨年インフルエンザに罹り

高熱と悪寒、関節痛、頭痛に襲われました。そして去年は

大晦日に高熱を発症し、震えが止まらないほどの悪寒、関

節痛、頭痛に襲われ、更に下痢、吐き気にも襲われました。

インフルエンザのすごいやつかと思っていたら食中毒でし

た。人生で罹った病気の中で一番つらかったです。
　

　私が小学生、中学生の時は、病気になって学校休みた

い！ということばかり考えていました。今はもちろん健

康第一で、インフルエンザはもちろん風邪だってひきた

くないものですよね。
　

　皆さんも高熱の大晦日を迎えないためにも気をつけま

しょうね。そしてよいお年を。【高塚】

今年の抱負と新年

　皆さまこんにちは。すっかり雪景色になりましたね。
　

　今年も皆さんには色々とお世話になり、ありがとうございました。

今年も特に大きな病気もなく過ごすことができました。
　

　今年の抱負は皆さん達成できましたでしょうか。自分に課題を課せ

るような人生って楽しい人生だなと思います。

　そんなことを思う年末です。【齋藤】

２０１９年振り返り拒否

　謹んで新春をお祝い申し上げる予定です（未来系）。オケラです。

「カシスオレンジがおいしい店はいい店」が持論です。
　

　１年を振り返ろうすると、今年は悪い記憶がいい思い出を呑み込ん

でしまっていることに気づきます。肯定を受け付けない心が出来上

がってしまっている感じでしょうか。来年はここをどうにか壊してい

くとこからですね。
　

　謙虚になるのはいいことです。でも褒められたら素直に喜びましょ

う。「そんなことないですよ」が行き過ぎて「謙虚」が「卑屈」に変

わるとつらいので。教訓でした。【佐藤】

「大雪」や「暴風雪」では待避！

　新元号の令和元年も年末となり、寒

い冬の到来ですね……。

　丑谷にとっては初山別村における

「冬」を初めて経験している現在進行形

ですが、「大雪警報」やら「暴風雪警報」

やらでこの先の不安を掻き立てられる

天候でビックリさせられております！　で、

この冬の気象庁長期予報での平均気温

は平年並み又は高い、降雪においても

平年並み又は少ないと予報されていま

す。しかしながら停電対策や低体温対策

への備えと心構えは万全にしておく必

要はございます！
　

　地震や津波、洪水や川の氾濫、大き

な災害が起きるとよく報道などで「命

を守る行動！」を耳にします。早め早

めの避難行動が命を救うことに繋がる

報道による促しですが、大雪や暴風雪

の場合は『動かない避難』が最も安全

であるとも考えられています。不要不

急の外出をせずに「待避」するという

ことです。「命を守る行動！」の参考に

してください！
　

　では、良い正月をお迎えください！

そして来年も宜しくお願い致します！

【丑谷】

《事務所》
多世代交流拠点施設

繋小屋
電話・F AX ６７－ ２７１７
ｓｓｂ． ｏｋｏｓｈｉ＠ｇｍａｉｌ． ｃｏｍ

ｆａｃｅｂｏｏｋページ
ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ． ｆａｃｅｂｏｏｋ．
ｃｏｍ/ｓｈｏｓａｎｂｅｔｓｕ．ｏｋｏｓｈｉ



イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
毎
年
　
月
～

１２

３
月
に
流
行
を
繰
り
返
す
感
染
症
の

一
つ
で
す
。
正
し
い
知
識
を
持
っ
て

予
防
し
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
 

　
　
　
　
　
風
邪
の
違
い

　
普
通
の
風
邪
の
多
く
は
、
の
ど
の

痛
み
、
鼻
水
、
く
し
ゃ
み
、
咳
な
ど

の
症
状
が
中
心
で
全
身
症
状
は
あ
ま

り
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
一
方
で
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
は
　
℃
以
上
の
発
熱
、
頭

３８

痛
、
関
節
痛
、
全
身
倦
怠
感
な
ど
の

症
状
が
急
速
に
現
れ
ま
す
。
子
ど
も

で
は
稀
に
急
性
脳
症
を
、
高
齢
の
方

で
は
肺
炎
を
引
き
起
こ
す
な
ど
、
重

症
化
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

感
染
経
路

　
主
な
感
染
経
路
は
咳
や
く
し
ゃ
み

の
際
に
口
か
ら
出
さ
れ
る
小
さ
な
水

滴
（
飛
沫
）
に
よ
る
飛
沫
感
染
で
す
。

そ
の
た
め
マ
ス
ク
の
着
用
や
他
の
人

に
向
け
て
咳
や
く
し
ゃ
み
を
し
な
い

な
ど
の
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
が
大
切
に
な

り
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

①
流
行
前
の
予
防
接
種

　
ワ
ク
チ
ン
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

発
症
す
る
可
能
性
を
減
ら
し
、
発
症

し
て
も
重
症
化
を
防
ぐ
効
果
が
あ
り

ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
は
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
性
を
失
わ
せ
、
免
疫
を
つ
く
る
の

に
必
要
な
成
分
を
取
り
だ
し
て
作
ら

れ
る
た
め
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
よ

り
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
発
症
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
外
出
後
の
う
が
い
手
洗
い

　
流
水
・
石
け
ん
に
よ
る
手
洗
い
は

ウ
イ
ル
ス
の
除
去
に
有
効
で
す
。
ア

ル
コ
ー
ル
消
毒
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

③
湿
度

　
空
気
が
乾
燥
す
る
と
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

加
湿
器
な
ど
を
使
用
し
、　

～
　
％

５０

６０

に
な
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
加
湿

器
が
無
い
場
合
は
濡
れ
た
タ
オ
ル
を

干
し
た
り
、
浴
室
の
戸
を
開
け
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

④
十
分
な
休
養
と
栄
養

　
体
の
抵
抗
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、

十
分
な
睡
眠
と
休
息
、
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
栄
養
摂
取
が
大
事
で
す
。

⑤
人
混
み
や
外
出
を
控
え
る

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て
き

た
ら
、
人
混
み
や
繁
華
街
は
避
け
ま

し
ょ
う
。
や
む
を
得
ず
人
混
み
に
行

く
際
に
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
ま
し
ょ

う
。イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
 

　
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら

①
医
療
機
関
に
受
診
し
ま
し
ょ
う

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
発
症
後
　
時
４８

間
以
内
に
治
療
を
開
始
す
る
と
、
ウ

イ
ル
ス
の
増
殖
を
抑
え
、
発
熱
な
ど

の
症
状
が
消
え
る
の
を
早
め
る
な
ど

の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

②
外
出
を
控
え
ま
し
ょ
う

　
一
般
的
に
は
発
症
前
日
か
ら
発
症

後
３
～
７
日
間
は
ウ
イ
ル
ス
を
排
出

す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

③
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
徹
底
し
ま
し
ょ

う④
し
っ
か
り
休
養
を
と
り
ま
し
ょ
う

⑤
飲
み
た
い
も
の
で
良
い
の
で
、
十

分
水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ
う

⑥
高
熱
が
出
る
、
呼
吸
が
苦
し
い
、

胸
が
痛
い
、
け
い
れ
ん
が
あ
る
、
嘔

吐
や
下
痢
が
続
く
な
ど
の
症
状
が
あ

る
場
合
は
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

　
留
萌
管
内
で
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

は
流
行
し
始
め
て
い
ま
す
。
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
対

策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

（
保
健
師
　
小
泉
）

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

窺



　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、

画
面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額
等
を
入

力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
所
得
税
及
び

復
興
特
別
所
得
税
、
消
費
税
及
び
地

方
消
費
税
並
び
に
贈
与
税
の
確
定
申

告
書
等
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
、

作
成
し
た
申
告
書
等
は
、
ｅ
儿
Ｔ
ａ
ｘ

（
電
子
申
告
）
で
送
信
又
は
印
刷
し

て
郵
送
等
で
税
務
署
に
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
１
年
間
の
所
得
が
「
給
与

所
得
」
や
「
年
金
収
入
・
副
業
等
の

雑
所
得
」
の
み
の
方
は
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
に
ア
ク

セ
ス
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
見
や
す

い
「
ス
マ
ホ
専
用
画
面
」
を
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。

　
令
和
２
年
１
月
か
ら
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
２
か
所
以
上

の
給
与
所
得
が
あ
る
方
、
年
金
収
入

や
副
業
等
の
雑
所
得
が
あ
る
方
な
ど
、

「
ス
マ
ホ
専
用
画
面
」
を
ご
利
用
い
た

だ
け
る
方
の
範
囲
が
広
が
り
ま
し
た
。

　
平
成
　
年
１
月
か
ら
、
個
人
納
税

３１

者
の
方
の
ｅ
儿
Ｔ
ａ
ｘ
利
用
を
よ
り

便
利
に
す
る
た
め
、
以
下
の
２
つ
の

方
式
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
方
式

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
用
い
て

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
経
由
又
は
ｅ
儿
Ｔ

ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
か
ら
ｅ
儿

Ｔ
ａ
ｘ
へ
ロ
グ
イ
ン
す
る
だ
け
で
、
ｅ

儿
Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
を
開
始
し
、
申
告
書

等
の
デ
ー
タ
が
送
信
で
き
ま
す
。

②
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
及
び
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
お
持
ち
で

な
い
方
に
つ
い
て
は
、
税
務
署
で
職

員
と
の
対
面
に
よ
る
本
人
確
認
に
基

づ
い
て
税
務
署
長
が
通
知
し
た
「
Ｉ

Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
の
届
出
完
了

通
知
」
に
記
載
さ
れ
た
ｅ
儿
Ｔ
ａ
ｘ
用

の
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
の
み
で
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
か
ら
ｅ
儿
Ｔ

ａ
ｘ
に
よ
る
送
信
が
で
き
ま
す
。

　
令
和
元
年
分
の
所
得
税
及
び
復
興

特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
の
相
談
及

び
申
告
書
の
受
付
は
、
２
月
　
日
１７

（
月
）か
ら
３
月
　
日（
月
）ま
で
と
な

１６

り
ま
す
。

　
確
定
申
告
書
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
で
作
成
し
、
ｅ
儿
Ｔ
ａ
ｘ

（
電
子
申
告
）
で
送
信
又
は
印
刷
し

て
郵
送
等
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

に
は
、
給
与
所
得
や
年
金
所
得
の
み

の
方
専
用
の
初
め
て
の
方
で
も
操
作

し
や
す
い
画
面
も
あ
り
ま
す
の
で
、

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、「
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら
も
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

※
税
務
署
へ
「
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド

方
式
の
届
出
」
を
す
る
こ
と
で
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

で
も
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
か
ら
ｅ
儿
Ｔ
ａ
ｘ
で
の
送
信

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
税
務
署
な
ど
の
確
定
申
告
会
場
に

お
越
し
の
際
に
は
、「
前
年
の
申
告

書
控
え
」、
確
定
申
告
に
必
要
な
書

類
及
び
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
林
野
庁
北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、

国
民
の
皆
様
に
国
有
林
の
役
割
や
現

状
等
を
ご
理
解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

国
民
の
幅
広
い
意
見
を
把
握
し
、
国

有
林
野
の
管
理
経
営
に
役
立
て
る
こ

と
を
目
的
に
、
令
和
２
・
３
年
度
の

「
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
」
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

噛
募
集
人
数
／
　
名
４８

噛
依
頼
期
間

　
令
和
２
年
４
月
か
ら

　
令
和
４
年
３
月
ま
で
（
２
年
間
）

噛
依
頼
内
容

・
国
有
林
や
森
林
、
林
業
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の
回
答

・
モ
ニ
タ
ー
会
議
（
国
有
林
の
役
割

や
現
状
等
説
明
と
意
見
交
換
、
年

１
回
）
へ
の
出
席

・
現
地
見
学
会
（
国
有
林
の
作
業
現

場
の
見
学
や
体
験
、
徒
歩
移
動
あ

り
、
年
１
回
）
へ
の
参
加

噛
応
募
資
格

　
北
海
道
に
お
住
ま
い
で
、
国
有

確
定
申
告
の
お
知
ら
せ

丑

おおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知
らららららららららら

お
知
ら
せせせせせせせせせせせ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

確
定
申
告
が
で
き
ま
す

い
つ
で
も
ど
こ
で
も

ス
マ
ホ
で
申
告

ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
手
続
が

よ
り
便
利
に
な
り
ま
し
た

令
和
２
・
３
年
度

「
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
」
募
集



林
に
関
心
の
あ
る
満
　
歳
以
上

２０

（
令
和
２
年
４
月
１
日
時
点
）
の

方
。

※
国
会
及
び
地
方
議
会
の
議
員
、
地

方
公
共
団
体
の
長
、
常
勤
の
国
家

公
務
員
、
林
野
庁
Ｏ
Ｂ
、
森
林
・

林
業
担
当
の
自
治
体
職
員
及
び
平

成
　
・
　

年
度
に
国
有
林
モ
ニ

３０

３１

タ
ー
で
あ
っ
た
方
は
除
き
ま
す
。

◆
募
集
期
限

　
令
和
２
年
２
月
　
日（
金
）必
着

２１

◆
応
募
方
法

　
次
の
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、

郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
の
方
法
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

①
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
②
性
別
、

③
住
所
、
④
郵
便
番
号
、
⑤
年
齢

（
令
和
２
年
４
月
１
日
現
在
）、

⑥
職
業
、
⑦
電
話
番
号
、
⑧
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
（
お
持
ち
の
方
の
み
）、

⑨
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
知
っ
た

き
っ
か
け
、
⑩
応
募
理
由
（
１
０

０
字
程
度
）

※
応
募
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
に
関
す
る
目
的

以
外
に
は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

◆
選
考
結
果

　
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
に
選
ば
れ
た

方
に
は
、
令
和
２
年
３
月
末
ま
で

に
依
頼
状
の
発
送
を
も
っ
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先
（
応
募
先
）

　
〒
０
６
４
儿
８
５
３
７

札
幌
市
中
央
区
宮
の
森
３
条
７
丁

目
　
番
７０

林
野
庁
　
北
海
道
森
林
管
理
局
企

画
課
　
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
担
当

緯
０
１
１
儿
６
２
２
儿
５
２
２
８

胃
０
１
１
儿
６
２
２
儿
５
１
９
４

糸

：h
_
k
ik
a
k
u
@
m
a
ff.g
o
.j
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会
社
の
お
休
み
に
年
次
有
給
休
暇
を

組
み
合
わ
せ
て
更
な
る
長
期
休
暇
に

　
年
末
年
始
は
連
続
休
暇
を
取
得
し

や
す
い
時
期
の
１
つ
で
す
。
土
日
休

暇
制
で
　
月
　
日
か
ら
１
月
３
日
ま

１２

２９

で
が
お
休
み
の
企
業
の
場
合
、
今
年

の
年
末
年
始
は
９
連
休
に
な
り
ま
す
。

今
年
こ
そ
、
今
年
こ
そ
と
考
え
て
い

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
年
末
年
始
の
休
み
に
年
次
有
給
休

暇
を
プ
ラ
ス
し
て
、
新
し
い
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
厚
生
労
働
省
北
海
道
労
働
局
）

羽
幌
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
１
１
０
番
は
、
緊
急
の
事
件
・
事

故
な
ど
を
、
い
ち
早
く
警
察
へ
通
報

す
る
た
め
の
緊
急
電
話
で
す
。

　
１
１
０
番
に
出
た
警
察
官
が
、
事

件
・
事
故
の
内
容
に
基
づ
い
て
必
要

な
事
項
を
質
問
し
ま
す
。
慌
て
ず
落

ち
着
い
て
正
し
く
答
え
て
く
だ
さ
い
。

　
警
察
官
が
早
く
現
場
に
到
着
で
き

る
よ
う
、
そ
の
場
所
の
住
所
や
付
近

の
目
標
と
な
る
建
物
な
ど
を
正
し
く

伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　
携
帯
電
話
で
１
１
０
番
す
る
場
合
、

車
で
移
動
し
な
が
ら
の
通
報
や
歩
き

な
が
ら
の
通
報
は
通
話
が
途
切
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
控
え
て
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
車
を
運
転
し
な
が
ら
の
通

報
は
法
令
違
反
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
車
を
安
全
な
場
所
に
停

止
し
て
通
報
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
メ
ー
ル
１
１
０
番
及
び
１
１
０
番

ア
プ
リ
は
、
聴
覚
や
言
語
に
障
が
い
が

あ
る
方
な
ど
、
音
声
に
よ
る
１
１
０

番
通
報
が
困
難
な
方
が
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
を
利
用
し
、
文
字
で
警
察

に
緊
急
通
報
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
１
１
０
番
ア
プ
リ
は
、
事
前
に
専

用
の
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
音
声
に
よ
る
１
１
０
番
通
報
が
可

能
な
方
は
電
話
で
の
１
１
０
番
通
報

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
緊
急
の
対
応
を
必
要
と
し
な
い
遺

失
物
・
拾
得
物
の
届
出
、
諸
手
続
に

関
す
る
照
会
な
ど
は
、
最
寄
り
の
警

察
署
、
交
番
・
駐
在
所
の
電
話
を
、

相
談
や
警
察
業
務
に
関
す
る
意
見
・

要
望
は
、
短
縮

ダ
イ
ヤ
ル
「
＃

９
１
１
０
」
の

警
察
相
談
専
用

電
話
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
羽
幌
警
察
署

　
緯
０
１
６
４
儿
６
２
儿
１
１
１
０

碓

緊
急
通
報
は
１
１
０
番
、

相
談
電
話
は「
＃
９
１
１
０
」に

年
末
年
始
は
９
連
休
！

休
暇
を
加
え
て
、
新
し
い
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
！

訂正とお詫び

　１２月１２日発行広報しょさん

べつ１２月号１２ページ「今月の主

な行事予定」欄内の１月７日出

初式について、正しくは出初

式（消防・救難所）です。

　訂正をお詫びしますととも

に、今後とも、広報しょさんべ

つをご愛読いただきますよう、

よろしくお願い申し上げます。

（企画振興室企画振興係）



臼

気象台ひと口メモ
「楽しい雪とあばれる雪」～暴風雪は危険がいっぱい～

　北海道は１年の四季がはっきりしていて、冬には雪が降り積もります。私たちは雪

が降ることでスキーなど、楽しく遊ぶことができますが、激しい風と一緒に降ってく

る雪は時々大変な悪さをすることがあります。

　平成２５年３月２日には全道的に暴風雪となり、吹きだまりや局地的な大雪により９

名の方が亡くなる痛ましい災害が発生しました。

　このような災害をもたらす暴風雪は「強い冬型の気圧配置」と「発達した低気圧」

のときに発生しやすくなっています。特に「発達した低気圧」の前兆として、前日に

気温が高く暖かいことが多くなります。これからの季節は、気温が高く天気の良い日

は、大荒れの前触れかも知れませんので、気象情報で天気を確認するよう心がけま

しょう。

　暴風雪の被害としては、

　　毅吹き溜まり

　　毅暴風や視界不良による歩行困難

　　毅暴風による飛散物

　　毅停電

　などが考えられますので、目的にあった備えをしておきましょう。

　暴風雪に遭遇してしまうと、

　　★ホワイトアウトにより方向感覚がなくなり、自分の場所が分からなくなる

　　★車が動かなくなる

　　★むやみに移動すると更に危険となる場合がある

　ので、助けを求めても救助が困難な場合が多くなりますから、その場で自分自身の

身を守ることになります。

　一番の方策は外出を控えることですが、暴風雪に遭遇した場合はその場にとどまっ

てやり過ごす、むやみに動かずに天候が回復するまで待つことも方策のひとつです。

最新の気象情報を入手して、暴れる雪から身を守ってください。

　　※問い合わせ先　旭川地方気象台　（電話：０１６６－３２－７１０２）

　　※旭川地方気象台ホームページアドレス

　　　　　　　　　　　　　　http://www.jma-net.go.jp/asahikawa/



北海道立羽幌病院か ら のお知 ら せ 

渦

　公益社団法人留萌地方法人会初山別支部より、

社会貢献事業としてドライブレコーダーを寄贈

していただきました。

　役場職員以外の住民も活用の機会が多い公用

車へ取り付けることになりました。

（１１月２９日）

受付時間応援医師等（変更の場合もあります。）金木水火月令和２年２月外来診療体制

８：００～１１：００

〇〇〇〇

内科第１診察室予約
優先

午
　
　
前

消化器内科　佐々尾医師〇

呼吸器・禁煙外来
重原医師（７日・２１日完全予約制）

〇

（第４水曜日２６日は休診）〇〇〇〇〇

内科第２診察室
完全予約制

循環器内科（第４水曜日 ２６日）
留萌市立病院　高橋医師

〇予約制

８：００～１１：００
札幌医大　木村教授（１２日）
＊変更となる場合もあります。

〇〇〇〇〇
内科・外科・整形外科
（総合診療医）

予約外

予約制引野医師（４日）〇

整形専門外来予約制 予約制穴口医師（７日・２１日）〇

予約制八島医師（１２日・２０日・２７日）〇〇

完全予約制

阿部・佐々尾医師〇フレイル外来

予約制
午
　
　
後

呼吸器・禁煙外来
重原医師（７日・２１日完全予約制）

〇内科（呼吸器・禁煙外来）

１３：３０～１５：００（４日・２５日は内科のみ）〇〇〇内科・外科・整形外科（総合診療医）予約優先

完全予約制渡部医師（４日・２５日）〇
整形専門外来予約制

完全予約制穴口医師（６日・２０日）〇

８：００～１１：００
１３：００～１５：００

旭川医大医師（日程未定）
＊変更となる場合もあります。

〇〇〇〇〇小児科

８：００～１１：００
１３：３０～１５：００

金野医師
（４日・１８日・２５日）

〇婦人科（毎週火曜日）

全日
完全予約制

旭川医大医師（４日・５日・１８日
　１９日・２５日）

〇
予約検査
のみ

〇眼科（毎週火曜日及び第１・３水曜日）

８：００～１０：３０札幌医大医師（６日・１３日・２０日・２７日）〇泌尿器科（毎週木曜日）

完全予約制札幌医大医師（５日・１９日）〇耳鼻咽喉科（第１・３・５水曜日）

８：００～１１：００札幌医大医師（７日・１４日・２１日・２８日）〇皮膚科（毎週金曜日）

※札幌医大木村教授の総合診療は、希望された方全てに対応できない場合があります。

※平成３１年４月から、「胃がんリスク健診（保険外診療）」を始めました ！

※予約制で、人間ドックは水曜日、特定健診及び生活習慣病健診は月～木曜日に実施しています。

※令和２年は１月６日（月）から診療開始となります。

北海道立羽幌病院：羽幌町栄町１１０番地（電話　０１６４－６２－６０６０）

ドライブレコーダーの寄贈について



　初山別村民憲章　　体をきたえ、心をみがき明るい村にしましょう。

煙この広報誌は再生紙を使用しています。
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● 今月の主な行事予定 ●
（１／１０～２／１２）

行　　　　　事　　　　　等日月
広報配布（お知らせ版）１０晶

１

月

１１松
１２掌
１３捷
１４昇

ほしっこくらぶ１５昌
１６昭
１７晶
１８松
１９掌
２０捷
２１昇
２２昌

予防接種２３昭
破砕ごみ・危険ごみ（有明・栄・豊岬・明里・共成）２４晶

２５松
２６掌
２７捷

広報配布（お知らせ版）２８昇
ほしっこくらぶ会場開放日２９昌

３０昭
３１晶
１松

２

月

２掌
３捷
４昇

ほしっこくらぶ５昌
予防接種６昭

７晶
８松
９掌
１０捷
１１昇

乳幼児健診
広報しょさんべつ配布（２月号）

１２昌

年末年始の休業日

　役場の年末年始休業期間中について、各

種証明書の発行等のご用件は、警備員が対

応し内容により担当職員が登庁して対応い

たしますので、ご理解ご協力のほど、よろ

しくお願いいたします。

　村内の主な事業所等の休業期間は次のと

おりとなっています。

　前回の広報しょさんべつにてお知ら

せしましたが、北海道日本ハムファイ

ターズの加藤貴之選手、吉田輝星選手

が２０２０年の一年間、初山別村の応援大

使に決定しました。

　来村しました北海道日本ハムファイ

ターズのスタッフより、加藤貴之選手、

吉田輝星選手の等身大パネルや直筆サ

イン入りユニフォームなどの記念品を進

呈していただきました。（１２月１７日）

可N．H．F

煙初山別村役場 …………… １２／３１～１／５

煙高齢者福祉センター …… １２／３１～１／５

煙医科診療所 ……………… １２／２８～１／６

煙歯科診療所 ……………… １２／２８～１／６
（１２／２８午後から休診となります）

煙北るもい漁協 …………… １２／２７～１／５

煙オロロン農協 …………… １２／２７～１／５

煙給油所 …………………… １２／３１～１／４
（１２／２９・１／５についても休業日）

煙留萌信用金庫 …………… １２／３１～１／５

煙郵便局 …………………… １２／３１～１／５

北海道日本ハムファイターズ表敬訪北海道日本ハムファイターズ表敬訪問問

各学校の冬休み

煙初山別中学校  ………… １２／２４～１／１６

煙初山別小学校  ………… １２／２４～１／１６


